
 

 

 

 

 
 

憲法施行 76 年抑止力ではなく対話を！平和憲法に今こそ新しい息吹を！ 
 憲法９条があり、戦後のさまざま

な人の運動の中で、日本は戦争しな

い、非核三原則、海外に武器を売ら

ない、軍事研究をしないという国で

した。そのことを今、変えようとし

ています。政府自民党が言ってきた

専守防衛すらかなぐり捨てて、敵基

地攻撃能力を持とうとしています。

しかも集団的自衛権の行使で敵基地

攻撃をするのですから、まさに先制

攻撃となってしまいます。反撃をさ

れて、日本全土が戦火にまみえると

いうことも十分あり得ます。 

国会では、防衛予算確保法案と防

衛力強化法案が審議ざれています。

防衛力強化法案は、軍需産業を支援

し経営的に困難な軍事工場を国有化

することができるというものです。

民間企業の国有化第１号が軍事工場

となるなど、憲法９条を持つ日本で

は許されることではありません。 

５年間で 43 兆円の防衛予算にし、

世界第３位の軍事大国になることも、

軍拡競争に走ることも、憲法９条の

趣旨に明確に反しています。戦争へ

の準備ではなく平和の構築をやって

いこうではありませんか。 
 

下北地域九条の会で憲法記念日ビデオ学習会を開催！ 
柳澤協二元内閣官房副長官補のビデオ講演会を実施しました 
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 憲法記念日の５月３日、下北地域九条の会で

はビデオ学習会を開催しました。学習会はむつ

市図書館で開催され、20名が参加しました。 

 ビデオ内容は本年２月に岡山県弁護士会が主

催した講演を録画したものです。従来の憲法学

者の講演と異なり、元防衛庁キャリア官僚で内

閣官房副長官補を務め、現在は「新外交イニシ

アチブ」スタッフの柳澤協二氏であり、ひと味

違うものでした。 

 講演は新安保関連３文書に見られるわが国の

防衛戦略の無謀さを指摘しながら戦争を防ぐ最 

憲法記念日意見広告 
ご協力ありがとうございました 
 例年、みなさまのご協力で続けてきました東

奥日報日報紙への意見広告、今年も実施するこ

とができました。安保関連３文書、防衛費大幅

増加など憲法施行後、最大 

の危機状態にある世界に誇 

る平和憲法です。 

その存在意義を、この機 

会に今一度考えて、そして 

改憲阻止のために立ち上が 

りましょう。 

 

も現実的な道筋を明確に話されました。また、政府が盛んに

国民を煽る台湾有事対応や敵基地攻撃能力保持についても全

く国を守る態勢とは無縁であり、アメリカの国防政策にやみ

くも追従する姿勢こそが自滅行為であることを訴えました。 

 今こそ戦争を避けるために唯一の被爆国である日本の立場

を最大限発揮した外交政策こそが急務であると結びました。 

 従来と若干スタンスが異なる講演でしたが非常に有意義か

つ斬新なものでした。 



ドイツが脱原発達成！ 歴史の転換点～フクシマ事故を教訓に 
2023年 4月 15日、ついにドイツ連邦共和国が脱原発

を実現させました。世界に向けて原子力時代の終焉を告

げる出来事です。そして世界中の脱原発を目指す人々に

湧き上がる勇気を与えました。 

かつては商業原発 37基を運転させていたドイツでした

たが、98年に電力業界と脱原発合意に漕ぎ着け、脱原発

法を制定させていました。その後、一時、運転延長の議

論もありましたが、福島第一原発事故が、その議論を吹

き飛ばした形で実現しました。ロシアのウクライナ侵略

反対の立場でロシアからのガス供給を止められています

が、原発停止路線を変えることはありませんでした。 

それを可能にしたのは、ドイツが再生可能エネルギー

の分野で、世界をリードする国となっているからです。

エネルギー危機のさなかにあっても、安易な原発回帰に

戻らなかったことは、将来の世界の趨勢を見据えたドイ

ツの政治選択でした。一方、かつては再生可能エネルギ

ー分野で優れた技術を誇っていた日本でしたが、原子力

産業界がこれを枯れさせてしまいました。 

福島第一原発事故から 12年、GX推進に名を借りた日

本政府の原子力回帰政策は、市民の生命と安全よりも原

子力産業の利益を代弁し、維持するものというほかあり

ません。国会で議論されている原子力基本法改悪や原子

炉等規制法の改悪、電気事業法の改悪は、沈みゆく原子

力産業界の必死の抵抗と見ることができます。 

日本の原子力政策のあらゆる部分が原子力の継続を前

提に組み立てられていることから、どこか一ヶ所でもほ

ころびれば、総崩れとなるでしょう。 

世界の流れを見据えたドイツの戦略展開を日本もおお

いに見習

い、再生

可能エネ

ルギー

100％の

社会を目

指すべき

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ドイツは脱原発を粛々と進め非炭素化社会の実現へ 

「脱原発」求めてきた市民団体 

 約 500 人が記念集会 
15日に停止した３基の原子力発電所のひとつネッカ

ーウェストハイム原発の近くでは「脱原発」を求めて

きた市民団体などが記念集会を開き、およそ 500人が

集まりました。参加者たちは原発の停止を記念したカ

ウントダウンをして、大きな歓声を上げていました。 

参加した 20代の男性は「ドイツの原発が比較的安全で

あっても環境全体に大きな影響を与えるリスクは常に

ある。すべての原発の停止を本当に喜んでいる」と話

していました。また、別の 50代の男性は「何十年も続

いた反原発運動でも原発のリスクをゼロにはできなか

ったので、喜びは格別だ」と話していました。 

「脱原発」を担当するレムケ環境相は、減少したロシ

ア産ガスの代わりとして LNG＝液化天然ガスの輸入を

増加させるなどの対策を踏まえ「エネルギーの供給は

安定している」として、原発を停止してもエネルギー

危機は起きな 

いとして予定 

どおり原発を 

停止する方針 

を示しました。そして原発には事故のリスクに加え、

ウクライナ 

のザポリージャ 

原発のように攻撃にさらされる危険性も浮き彫りにな

ったとして「原子力はいまも、これからもリスクのあ

る技術であり続ける。そのリスクはドイツのような技

術力の高い国でさえ制御できない」と述べ、「脱原

発」の意義を強調しました。 



その一方で脱原発のキッカケを作った日本は… 
老朽原発稼働延長など GX 原発法案衆院可決！欺瞞と偽りに満ちた国会審議 
4月 27日、衆院本会議で「脱炭素社会の実現に向けた

電気供給体制の確立を図るための電気事業法等の一部改

正案」の採決が行われ、自民・公明・維新・国民らの賛

成多数により可決。今後、参議院での議論に移ります。 

 政府の「GX実現に向けた基本方針」では、脱炭素社会

の実現のために、原発の再稼働、運転期間延長や建て替

えが必要だとされています。必要だというからには、何

らかの根拠が示されなければなりません。ところが、き

わめて表面的な議論にとどまり、政府は何らの具体的数

値目標も示していません。 

 GX基本方針などでは、原発の建設は建て替えに限ると

しています。ところが、次世代革新炉の開発において

は、原型炉の建設が計画の中に盛り込まれており、政府

は研究開発費を支出する方針です。原型炉は研究段階の

原子炉であり、当然、商用炉よりも事故リスクも投資リ

スクも高いものになります。建て替えなのか、新設なの

か誰がどこに、どんなものを建てるのか、何ら示されな

いまま、建設するという方針だけが先行しています。 

事故当事国がこのような姿勢ではますます世界から見

放されることになるのではないでしょうか。  
県内でも 10 団体が GX 法案の撤回を求める声明を提出しました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       ◀ＧＸ法案反対を表明した県内の反核・脱原発団体▶ 
●核燃サイクル阻止１万人訴訟原告団 ●核のゴミから未来を守る青森県民の会 

●青森県反核実行委員会 ●青森県平和推進労働組合会議 

●核燃・だまっちゃおられん津軽の会 ●核燃いらない市民の会 

●核燃料廃棄物搬入阻止実行委員会 ●核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会 

●放射能から子どもを守る母親の会 ●六ヶ所村の新しい風 
 

世界の原発事情     （国際環境 NGO FoE Japan より） 

世界原子力機関（IAEA）によると

2022年２月現在、439基の商業原発が

稼働し、新たに 52 基が建設中とされ

ています。他方これまでに199基の原

発が閉鎖されています。439 の原発は

33 ヶ国・地域に立地し、加えてこれ

まで原発のないバングラデシュとト

ルコで原発の建設が進んでいます。 

今は原発を保有しているが、将来

的に脱原発方針を持つ国もあります。

先月停止となったドイツ以外でもベ

ルギーは 2025 年まで、スペインは

2030 年までの脱原発を目指していま

す。オーストリアやイタリアは国民 

投票で原発を禁止しました。 

最も原発市場が活発と言われてい

るのがアジア地域でしたが、計画の

遅延や撤回などが相次いでいます。 

2016年 11 月、日本の原発輸出相手

国であったベトナムが原発計画を白

紙撤回し、2017 年１月には台湾が脱

原発を決定しました。台湾ではその

後、国民投票で電気事業法に脱原発

を明記することが撤回されましたが、

2021 年の国民投票では、第四原子力

発電所の建設再開に対する反対票が

多数を占めた。既存の原発について

も運転期間を原則 40 年としており、 

原発新設がストップした以上、脱原 

発に向かっているとみられます。韓

国では、ムン・ジェイン大統領のも

と、脱原発方針を決定。タイもマレ

ーシアも原発計画を延期しています。

シンガポールは 2012 年に原発を発電

の選択肢から外しています。 

また小型原子炉に対する期待の声

もあるのは事実ですが、既存の原発

が抱える問題を解決しないばかりか、

経済合理性もなく、補助金なしには

事業も行えないような状況にあるこ

となど経済的にも社会的にも問題が

山積している状況です。 

この「ＧＸ法案」が衆院で

可決されたことを踏まえ、反

核燃・脱原発を求める県内の

10団体は連名で岸田首相、西

村経産大臣、山中原子力規制

委員長宛てに声明文を提出し

ました。 

翌 28日、県庁で提出団体

の代表として「核燃サイクル

阻止１万人訴訟原告団」の浅

石代表らが記者会見を開き、

声明文を披瀝し、核施設の乱

立する本県こそ声を上げるべ

きであると強調しました。 



大湊大型弾薬庫問題、『反対する会』の結成を確認しました 
 海上自衛隊大湊弾薬補給庫に新た

にトマホークなどの格納する大型弾

薬庫新設構想が２月に表面化、今年

度より準備作業に入ることが発表さ

れました。 

 これを受けて地元では下北地域９

条の会（畑中浩美代表）が中心とな

り、「大型弾薬補給新設に反対する

会」の結成が確認されました。 

 ４月 25日、下北教育会館に地域の 

民主団体、政党支部など８団体が参

加してスタートすることになりまし

た。今後は団体会員のほかにも個人

参加を募りながら、近日中に当面の

行動計画や役員を決めて本格的な活

動を進めることとしました。 

 専守防衛を大きく逸脱し、故郷を

これ以上、危険地域とさせないため

にも同会の精力的な活動を期待し、

みなさんのご協力をお願いします。 

 
設立の趣旨を述べる畑中９条の会代表 

 
大型弾薬庫さらに 4棟新設へ、 

海自大湊、計６棟に東北防衛局が県に説明 
むつ市の海上自衛隊大地方総監部に国が大型弾薬庫２

棟を新設する計画を巡り、青森県は 21 日、東北防衛局か

らさらに４棟を新設すると説明を受けたことを明らかに

した。国は 2023 年度予算に、追加の４棟を建設するため

の調査費も計上する方計。完成時期は不明だが、大湊の

弾薬庫の新設は計６棟になる見通しとなった。 

同日の県議会総務企画危機管理常任委員会で、安藤晴

美委員(共産)の質問に山上良一危機管理課長が答えた。 

県が東北防衛局から受けた説明によると、弾薬の安全

な保管と部隊運用の継続的な実施を目的に 23 年度は弾薬

庫２棟を新設するほか、さらに４棟を新設するための調

査を行うという。事業費は計 7億円。 

具体的な弾薬の種類には触れなかったが、国は他国領

域のミサイル基地などを破壊する反撃能力(敵基地攻撃能

力)に用いる長距難ミサイルの保管を想定している。 

山上課長は「防衛は国の専管事項。まずはむつ市をは

じめとする地域の意見に十分に配慮してほしい」との認

職を示した上で、「県民の安全、安心を確保するため、

民生安定が損なわれないように関係自治体と連携しなが

ら適切に対応する」と述べた。 

一方、県は東北防衛局から説明があったのは 10 日だっ

たことも明らかにした。15 日の本紙取材には「コメント

するものは何もない」としていた。 

《デーリー東北２月 22日 デジタル版より》 

 

安倍政権が作った戦争できる国は菅政権、岸田政権と進んでここで戦争する国へと変貌 

日本に弾薬庫が増えていく意味……三上智恵（映画監督、ドキュメンタリー映像作家） 

弾薬庫をどんどん造っていくこと

がなぜ怖いのか？ 暴発の危険、も

ちろんある。爆発の連鎖で敵の攻撃

以前に死者が出ることもある。しか

し一番の恐怖は、有事には真っ先に

攻撃対象になることだろう。ただし、

それだけではない。たくさん備蓄が

あると、軍の上層部は「3 カ月は持つ」

とか、「半年は戦える」と考えるも

のなのだということを肝に銘じてお

くべきだ。どういう戦争が想定され

ているのか、私たちは考えないとい

けない。それはシェルターでしのげ

る期間なのか？逃げるタイミングは

あるのか？ところで同じ国内に、安

全なエリアなどあるのか？ 

 そこまで考えをめぐらさずとも、

結局答えは最初から一つしかないの

だと思う。他の国がどう言おうと、

隣の国とは仲良くするしかないとい

うこと。腕力を使って相手の考えを

変えさせるという発想は、ここまで

フォーメーションが見えてきた段階

では命取りにしかならない。これは、

「家の近くに弾薬庫ができたら嫌だ

よね」という個別の基地負担レベル

の話ではない。 

 弾薬庫の問題は、今後日本中で持

ち上がってくるだろう。先週発表さ

れたばかりだが、防衛省は敵基地を

攻撃可能な「スタンド・オフ・ミサ

イル」も保管できる大型の弾薬庫を

大分市の陸上自衛隊大分分屯地とむ

つ市の海上自衛隊大湊地方総監部に 2

棟ずつ新設する。このほかにも、奄

美の陸上自衛隊瀬戸内分屯地や、海

上自衛隊の横須賀地方総監部や舞鶴

地方総監部にも弾薬庫を新たに整備

する計画だという。 

 「有事に組織的な戦いを継続する

能力を確保する」ために 58 億円の経

費で５年かけて弾薬庫を増設すると

ニュースを耳で聞いて、これが「国

土を戦場にする時間稼ぎの縦深作戦

に備えたものだ」と理解できる人は

どのくらいいるだろうか。 

 世界中のどの戦争も、国民に問う

てから始まったものはない。あの沖

縄戦のように、私たちは知らぬ間に

戦争のど真ん中に叩き込まれるかも

しれない。でも、これだけの戦争準

備に反対しなかった今の日本国民は、

すでに戦争を覚悟していたと後世の

人々にはジャッジされても仕方がな

い。戦争を肯定したつもりなんてな

いのに始まってしまうなどとんでも

ない、と思うならば、戦争の準備が

どこでどう進んでいるのか、ちゃん

と把握して、わかった人から隣の人

に伝えて行こう。そして戦争を止め

る心の準備をしておこう。みんなが

日々の選択肢の中で戦争から遠ざか

ることだけを選びとり、戦争に近づ

く芽を逃さず摘んでいく感覚を備え

ていけば、軌道修正は不可能ではな

いはずなのだから。（一部省略） 

大型弾薬庫は２棟ではなく、 

なんと６棟でした！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立憲民主党むつ下北支部長、能登勝彦氏（風間浦村議選）勝利！ 

北舘英輝氏（横浜町議選）は惜敗しました 
 統一地方選後半戦は地域では風間浦村議選で

立憲民主党むつ下北支部長、能登勝彦氏が６期

目の当選を果たしました。また、同氏は 1 日に

は同村議会議長に選出されました。風間浦村に 

とどまらず、下北全体の発展に向けた活躍を期し

ます。また、横浜町議選の北舘英輝氏はわずか７

票差で再選が叶いませんでした。今後の捲土重来

を期待します。     （写真は能登勝彦氏） 
 

社民フォーラム青森関連では山名文世氏（八戸市議選）赤平泰衛氏（弘前市議選）で勝利しました 

                         社民県連副代表高沢陽子氏（野辺地町議選）も議席確保 
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新市長のキャッチフレーズ未来に、希望を、つなぐ市政の実現に強く期待します 

フォーラム青森副代表の山名文世氏（八戸市議・６期目）、

同幹事の赤平泰衛氏（弘前市議・初当選）も見事議席を獲得し

ました。また、社民県連副代表高沢陽子氏（野辺地町議）も

３選を果たしました。今後の活躍を祈念します。 

（写真左から山名文世氏、赤平泰衛氏、高沢陽子氏） 



連合下北地域協議会 第 94 回メーデーむつ地区祭典、3 年ぶり開催！80 名参加 

4 月 29 日、連合下北地域協議会は市内のニューグリー

ンホテルでメーデーむつ地区祭典を午前 11 時より開催し

ました。コロナ禍でこうした祭典は３年ぶりでしたが、

地域の労組員ら 80名が参加し盛大に開催されました。 

祭典は新川優事務局長が開会のあいさつで地域の春闘

の取り組み状況などを報告し、谷川豪樹議長の主催者あ

いさつで始まりました。議長は地域を巡る経済状況は厳

しいものがあるものの働く者の団結と全体の知恵で乗り

越えましょうと述べ、また新市長誕生を踏まえ連合とし 

ても有意義な関係作りに努めることなどを表明しました。 

来賓には山本信悦立憲民主党むつ下北支部副代表、杉

浦弘樹市議会議員、田中良朋労金むつ支店長、大元貴全

労済むつ支所長が駆けつけ、それぞれ連帯のあいさつが

ありました。また、塩谷進連合青森会長、山本知也むつ

市長、田名部匡代参議院議員、斉藤孝昭県議会議員から

の連帯のメッセージが読み上げられました。 

その後、メーデースローガン、メーデー宣言を採択し、

谷川議長によるガンバロー三唱があり、大泉正志連合高

退職協会長の乾杯の音頭で交流会を行い、最後におたの

しみ抽選会を経て 12時半頃散会しました。 
 

 

 

 

 

 

 

写真は左から谷川議長、立憲山本氏、杉浦むつ市議、大泉高退職協会長 

第 94 回メーデー中央大会 メーデー宣言 

本日、私たちは第 94回メーデーむつ地区祭典を開催し

た。労働者の地位や労働条件の向上、民主主義の発展や

恒久平和を希求する、メーデーの社会的意義は不変であ

る。多様な仲間がつながること、団結することの重要性

を再認識するとともに、再び多くの仲間が結集すること

ができた、この喜びを皆で分かち合おう。 

長引くコロナ禍や急激な物価高は、私たちのくらし、

とりわけ立場の弱い人々に大きな影響を与えている。持

続的な賃上げや、有期・短時間・契約などで働く仲間の

処遇改善、適正な価格転嫁、フリーランスをはじめ曖昧

な雇用の課題解決、そして社会的セーフティネットの強

化など、くらしをまもる取り組みを最優先に進めよう。 

あわせて、本年は関東大震災から 100年となる。甚大

な被害をもたらしたトルコ・シリアの大地震は記憶に新

しいが、わが国でも気候変動に伴う自然災害が頻発化・

激甚化している。これら災害の記憶を風化させることな

く、被災地の復興・再生と、その教訓を活かした防災・

減災対策を進め、支え合い・助け合いの社会をつくって

行こう。 

国際社会に目を向ければ、ロシアによるウクライナへ 

の軍事侵攻は未だ終結の兆しすら見えず、この間の北朝

鮮のミサイル発射などとも相まって、今この時も世界の

平和が脅かされている。平和と秩序を武力で破壊する暴

挙は断じて許されない。まもなく被爆地・広島で、核兵

器保有国をはじめとする世界のトップリーダーが一堂に

会する、歴史的なＧ７サミットが開催される。唯一の戦

争被爆国として、核兵器の廃絶と恒久平和の実現、そし

てそのための国際社会の結束を強く求めよう。 

さらに、ミャンマー軍事政権による市民弾圧など、い

まだに人類普遍の価値たる人権を脅かし、侵害し続ける

国もある。今こそ私たちは、平和一人権・環境・労働が

守られる、自由で民主的な世界の構築に向け、国際連帯

を深めて行こう。 

すべての働く仲間が安心して働きくらすために、ジェ

ンダー平等の実現はもとより、多様な価値観・背景を持

つさまざまな人たちとの対話を進め、持続可能でよりよ

い世界、誰一人取り残されることのない社会、笑顔あふ

れる未来をめざし、力を合わせ、ともに進もう。 

以上、ここに宣言する。     2023年４月 29日 

第 94回メーデーむつ地区祭典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《メーデースローガン》 

支え合い・助け合う社会をつくり 

くらしをまもる！笑顔あふれる未来をめざし 

力を合わせ ともに進もう！ 

 

《メーデー豆知識》 

メーデーは世界的なイベントで、およそ 80ヶ

国が祝日と定めています。日本は別に勤労感謝の

日があるためなのか祝日とはなっていませんネ。 

最初にメーデーでの労働者が要求したことは以

下の３つです。 

●８時間の労働 

●８時間の睡眠 

●８時間の余暇 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その一方で使用済核燃料から生成される MOX 燃料、果たして本当に利用されるのでしょうか 
経済的にも…保守管理的にも…リスクが大きいとされています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】県議選、むつ市長選といずれも自民系候補

同士争いという状況で、消化不良の統一地方選でした。

特に県議選は個人的にも『大忙し』の予定だったので、

何とも複雑な心境でした。６月には知事選が待っていま

すが野党統一候補としては望み薄の様子です。「市民連

合あおもり」が最後のギリギリまで努力されているよう

なので見守りたいと思っている。むつ市議補選も無投票

だったこともあり、秋の本番選挙（10月１日投票）では

混戦も予想される。 

【編集後記②】…というわけでもありませんが『「燃え

るゴミ」から「燃やすしかないゴミ」に名称変更』とい

う記事を新聞で目に入った。京都府亀岡市が可燃ゴミの

名称を変えるという記事だった。このことにより可燃ゴ

ミの減少に役立てようとする試みだ。福岡県の柳川市で

２年前に先行し、約１割の減

少につながったとのこと、こ

うした言葉一つで市民の意識

改革となった凄いことだと思

う。行政の知恵の典型例だ。

こんな知恵を生み出す自治体

の活力をわが街にも期待した

いものだ。 

 使用済み核燃料を再処理して作られる

MOX燃料を使うプルサーマル発電をして

いる４基のうち、玄海３号機、伊方３号

機の２基が今後運転停止されることが３

月に報じられました。プルサーマル発電

用の MOX燃料の価格が通常のウラン燃料

よりはるかに高いことから電力会社も二

の足を踏む状況です。また原発事故で最

も怖い原子炉の暴走＝メルトダウンを防

ぐ制御が効きにくいという重大な弱点が

あります。このため運転に関わる保守管

理も膨大なリスクを伴っています。 

こうした状況で再処理工場ひいてはそ

れに向けた中間貯蔵施設は本当に必要な

施設ではないことが明らかです。 
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ホントに中間貯蔵？ 
 搬出先とされる再処理工

場は 1993 年の工事スタート

以来、当初の完成予定期日

（2010年）から 26回の延期

があり、今だに完成時期は

明示されていません。あま

りの日本原燃のスキルの乏

しさに原子力規制委員会は

３月末には最後通牒とも取

れる発言すら出ています。 

 こうした状況下、いった

ん当施設に搬入されればそ

のまま地元に据え置かれる

可能性は増々増大します。 

電力業界の本音はそのま

まむつ市へ、再処理には力

が入っていないのが現実で

はないでしょうか。 



                 今回はむつ下北ではなく、上北郡東北町のお話です…… 
 

ご存知でしたか？「日本中央の 碑
いしぶみ

」が東北町にあります！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、ここが日本中央なのか？ 

中世の時代には、「にほん（日本）」に対して、主に

東北地方を「ひのもと（日の本）」と呼ぶ風習がありま

した。例えば 1590 年の豊臣秀吉の文書には「にほん（日

本列島の総称）」と、「ひのもと（宮城県から北、ある

いは奥州）」を区別して使っています。平仮名が生まれ

る奈良時代前はどちらも漢字で「日本」と書きます。 

また青森県の津軽を統治していた安藤氏は「日之本将

軍」を自称し、しかもそれが天皇に認められていまし

た。これははっきりと「ひのもと」と読めます。 

もちろん、中世の時代にヒノモトは既に日本（大和朝

廷）に併合されています。しかし戦国時代の頃までは、

東日本、あるいは東北地方のことを「ひのもと」という

古名で呼ぶ慣習がまだ残っていたかもしれません。秀吉

が東北地方を「ひのもと」と呼んだことも理解できま

す。 

こんなことから……青森県は日の本（ひのもと）の中

央だった……という説も真実味がでてきませんか。 

いまだに真偽説が残ります 

この碑を巡っては様々な論争が起こります。「字はそ

う古くない、偽物だ」、「石文集落の近くで見つかると

は話が出来すぎ」、坂上田村麻呂が青森県まで攻めたと

いう記録はなく、後任の征夷将軍、文室綿麻呂がはじめ

てこの地域まで足を運んだのが史実となっています。こ

んなことから偽物説もあり、論争は今も続いています。 

 ただ、平安末期の歌学者の藤原顕昭が出した「袖中

抄」には、『陸奥には「つぼのいしぶみ」という石碑が

あり、「日本中央」と刻まれた』と記されことなどもあ

ります。明治９年、明治天皇が東北巡幸の折り、是非見

たいとの要望で、関係者が必死で探したが見つからなか

ったとされています。 

 元青森大学学長の盛田稔氏は編著のなかで『この石は

鉄道を敷く時、貨車に乗せてきて、沢へ落下したもので

あることを、地元の地方史家から他言無用の約束で聞い

たものである」と後世の偽作であるとしています。 

 

シリーズ 歴史を紐解く⑧ 

 ご存知の方も多いと思いますが、国

道４号線で野辺地から十和田方面に向

かうと東北町千曳地区に「日本中央の

碑歴史公園」があり、日本中央の碑と

呼ばれる石碑があります。なぜ、こん

なところで日本中央、数ある青森ミス

テリーのひとつです。今回はこの秘密

を紐解いてみました。 

  確かに石碑には「日本中央」の文字が刻まれていた。（ちょっと見づらい

が…）今から 74年前、当時、甲地村石文集落（現東北町）でこの巨石が

出土した。現地に残る伝承によると、これは平安時代に坂上田村麻呂が残し

た石碑であるという。当時の日本中央は行政的には京都、日本列島を俯瞰し

てみれば、中央にあたるのは、長野県近辺と考えるのが普通だ。 

では、何故こんな地に……つぼのいしぶみが…… 

《つぼのいしぶみ（壺の碑）とは？》 

坂上田村麻呂が蝦夷征討の際、大きな石の表面に、矢の矢尻で文字を書い

たとされる石碑のことで２通りの説が残る 

〔①南部壺碑説〕東北町の坪という集落の近くに、千曳(ちびき)神社が

あり、この神社の伝説に 1000 人の人間で石碑を引っぱり、神社の地下

に埋めたとするものがある。（千人で曳いたので千曳という地名の由来） 

〔②多賀城碑壺碑説〕宮城県多賀城市の多賀城址付近にあり、松尾芭蕉

はこの碑を「壺の碑」とし、『奥の細道』の旅中にここを訪れている。 

 「壺の碑」のことは多くの歌人が和歌に詠った。その内容はいずれも「遠

くにあること」や「どこにあるか分からない」ということをテーマにし

て、こうした歌の枕詞にもなっている。数多くの歌人がこの碑のことを詠

ったため、有名な石であったが、どこにあるか不明であった。 

なんともロマンのある話ですネ、この地が日本中央とは！原始の土地、今は原子の土地 


